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な らない｡ ｢生体 は 自然 治癒 力 spontane
Heilungstendenzをもつ｣と古くから言われて
いる｡ しかし,この ｢自然治癒力｣なるもの
は,まだ十分に解明されてはいない｡本稿で
は,その具体例の 1つをA子の ｢病気受容｣と
いう形で見てきたが,これもまた ｢自然治癒
力｣の一部であるかもしれず,それを今,｢自
己治癒 selbstheilung,selfこhealing｣ という名で
表そうとしている｡ それは,自己の ｢病いに対
する態度｣であり,その態度如何によって,当
の人たちの ｢生き方｣が大きく左右されるだろ
うということである｡ ひとたび理不尽に病んで
しまった ｢経験｣ を,どう自らの生に組み込む
かということだ｡それは昨今の言葉で言えば,
｢対処 (コ-ビングcoping)｣ という表現に置
き換えられてよいのかもしれない｡しかし,こ
の ｢対処｣とは,自我が病いに ｢立ち向かう｣
ことを意味するだけでなく,病いから ｢引く｣
ことをも意味しうる｡そのような ｢対処｣のあ
り方もあってよい｡自己治癒とは,｢自分が治
す｣｢自分が治る｣という自我治癒とは異なる｡
自我とそのあり方とを見直し,自己と世界 (自
然)とが一体となりつつ治癒に向かうことを意
味する｡
self-healingは,けっして ego-healingではな
い｡
*本稿は,去る平成6年5月22日｢全国腸原病友の
会滋賀県支部10周年記念大会｣で行った講演をも
とに加筆訂正したものである｡
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